
ペルソナ4～三人の救世主の新たな旅路～

ブレイヴ



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
命
の
答
え
に
辿
り
着
い
た
二
人
の
ワ
イ
ル
ド
使
い
は
、
〝
絶
対
の
死
〞
を
防

ぎ
、
自
ら
の
命
を
代
償
に
ニ
ュ
ク
ス
を
封
印
し
た
。
そ
し
て
・
・
・
そ
の
世
界
と

は
別
で
、
〝
地
球
リ
セ
ッ
ト
〞
を
阻
止
す
る
べ
く
二
人
の
カ
ー
ド
バ
ト
ラ
ー
が
激

突
し
・
・
・
勝
利
し
た
一
人
の
青
年
が
〝
神
々
の
砲
台
〞
の
〝
引
き
金
〞
と
な
っ

て
、
世
界
を
救
っ
た
。
本
来
、
交
わ
る
は
ず
の
無
い
二
つ
の
世
界
、
世
界
を
救
っ

た
三
人
の
救
世
主
は
こ
う
し
て
巡
り
会
い
・
・
・
新
た
な
旅
路
を
迎
え
る
の
だ
っ

た
。
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ー
ー
ー
序
章
ー
ー
ー

〜
プ
ロ
ロ
ー
グ
〜

　　
〜
プ
ロ
ロ
ー
グ
〜

　
ー
ー
ー
月
周
辺
ー
ー
ー

「
ん
・
・
・
・
こ
こ
は
?
」

　
広
が
る
宇
宙
の
中
・・・
一
人
の
青
年
が
目
を
覚
ま
し
、
辺
り
を
見
渡
し
た
。
彼

の
名
前
は
馬
神
弾
と
言
い
、
二
つ
の
世
界
を
救
っ
た
カ
ー
ド
バ
ト
ラ
ー
で
あ
る
。

「（
宇
宙
な
の
か
、
こ
こ
は
・
・
・
で
も
息
は
出
来
る
・
・
・
と
言
う
事
は
、
宇
宙

に
似
た
空
間
な
の
か
?
）」

　
ダ
ン
は
、
辺
り
を
見
渡
し
な
が
ら
こ
の
場
所
が
何
な
の
か
を
考
え
る
。

　
す
る
と
・
・
・
・
・
・

「
お
目
覚
め
で
ご
ざ
い
ま
す
か
?
」

「
ッ
!?
」

　
突
然
声
が
し
た
為
、
ダ
ン
が
振
り
向
く
と
其
処
に
は
・
・
・
青
の
帽
子
に
銀
髪

で
青
の
服
装
を
着
て
い
る
女
の
人
?
が
立
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
何
者
だ
。」

　
ダ
ン
は
、
警
戒
し
な
が
ら
そ
の
女
性
に
問
う
。

「
フ
フ
フ
・
・
・
私
の
事
を
知
り
た
け
れ
ば
デ
ュ
エ
ル
し
ろ
!
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
・
・
・
デ
ュ
、
デ
ュ
エ
ル
?
」

　
女
性
の
言
葉
に
訳
が
分
か
ら
ず
、
首
を
傾
げ
る
ダ
ン
。

「
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
」

　
暫
く
、
沈
黙
が
続
い
た
。

「
何
を
や
っ
て
る
ん
で
す
か
・
・
・
・
姉
上
。」

　
す
る
と
・
・
・
別
の
声
が
聞
こ
え
た
為
、
ダ
ン
は
声
の
し
た
方
を
向
く
と
其
処

に
は
、
女
性
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
男
性
用
の
服
装
を
し
て
い
る
男
性
が
頭
を
抱
え

て
呆
れ
て
い
た
。
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「
い
え
、
こ
の
殿
方
に
デ
ュ
エ
ル
を
挑
も
う
と
し
ま
し
て
・
・
・
」

　
女
性
は
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
答
え
る
。

「
そ
れ
は
、
遊
○
王
で
す
。」

　
男
性
は
、
そ
う
言
っ
て
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
。

「
で
は
・
・
・
シ
ー
ル
ド
展
開
で
ご
ざ
い
ま
す
!
」

「
そ
れ
は
、
デ
ュ
○
マ
で
す
!
」

「
で
は
・
・
・
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
で
ご
ざ
い
ま
す
!
」

「
そ
れ
は
、
ヴ
ァ
○
ガ
ー
ド
で
す
!
遊
ば
な
い
で
、
真
面
目
に
や
っ
て
下
さ
い
姉
上

‼
?
」

「
あ
ら
、
そ
ん
な
に
怒
っ
て
ど
う
な
さ
っ
た
の
で
す
か
?
」

「
誰
の
所
為
で
す
か
!
誰
の
!!
」

　
二
人
の
コ
ン
ト
?
に
唖
然
と
す
る
ダ
ン
。

　　　　　「
と
、
と
こ
ろ
で
二
人
は
一
体
誰
何
だ
?
」

　
コ
ン
ト
?
が
終
わ
っ
た
の
か
ダ
ン
は
取
り
敢
え
ず
、
二
人
に
誰
な
の
か
問
う
の

だ
っ
た
。

「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
私
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
言
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
愚
ｔ
コ
ホ
ン
・
・
・
私
の
弟
の
」

「
テ
オ
ド
ア
と
言
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
あ
と
、
姉

上
・
・
・
私
の
事
を
愚
弟
と
言
う
つ
も
り
で
し
た
か
?
」

「
・
・
・
・
気
の
せ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
何
で
す
か
、
今
の
間
は
・
・
・
・
?
」

　
テ
オ
ド
ア
と
名
乗
っ
た
男
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
名
乗
る
女
性
に
ジ
ト
目
で
問

う
。

「
俺
は
、
馬
神
弾
だ
。」

　
ダ
ン
は
二
人
に
名
前
を
名
乗
っ
た
。

「
・
・
・
・
そ
れ
で
、
あ
ん
た
達
は
一
体
俺
に
何
の
用
な
ん
だ
?
」
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取
り
敢
え
ず
、
警
戒
は
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
ダ
ン
は
二
人
に
聞
い

た
。

「
実
は
、
貴
方
様
に
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
し
て
・
・
・
こ
こ
に
呼
ん
だ
次
第
で
す
。」

「
俺
に
お
願
い
?
い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
!
俺
は
、
確
か
引
き
金
に
な
っ
て

消
滅
し
た
筈
だ
。
存
在
す
る
事
何
て
出
来
な
い
筈
だ
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ダ
ン
は
そ
う
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
簡
単
な
事
で
す
。
貴
方
様
の
身
体
は
、
私
達
が
用
意
し
た
モ
ノ
で
す
か

ら
。」

「
何
だ
っ
て
!?
」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
発
言
に
驚
く
ダ
ン
。

「
魂
は
、
貴
方
様
が
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
達
の
力
に
よ
っ
て
一
時
的
に
消
滅
を
阻

止
し
た
為
・
・
・
・
存
在
し
て
い
た
の
で
、
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
そ
う
な
の
か
・
・
・
・
あ
り
が
と
う
。」

　
ダ
ン
は
、
腰
に
着
け
て
い
る
デ
ッ
キ
ケ
ー
ス
に
手
を
置
き
お
礼
を
言
っ
た
。

「
・
・
・
・
二
人
も
俺
を
助
け
た
事
に
は
、
感
謝
は
し
て
い
る
。
で
も
、
ど
う
し
て

俺
を
呼
ん
だ
ん
だ
?
」

　
ダ
ン
は
、
自
分
が
呼
ば
れ
た
事
に
疑
問
を
持
つ
。

「
貴
方
様
の
活
躍
は
、
こ
ち
ら
で
も
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
つ
の
世
界
を

救
っ
た
英
雄
に
し
て
、
救
世
主
・
・
・
・【
激
突
王
】
い
え
、【
ブ
レ
イ
ヴ
使
い
】
と

で
も
お
呼
び
し
れ
ば
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
?
」

「
ッ
!
何
故
そ
れ
を
・
・
・
・
」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
に
反
応
し
て
、
驚
く
ダ
ン
。

「
ふ
ふ
ふ
、
私
達
は
こ
う
見
え
て
少
々
特
別
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
・・・・
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ
ン
に
そ
う
言
っ
た
。

「
特
別
な
力
?
」

「
は
い
、
で
す
の
で
・
・
・
・
貴
方
様
の
世
界
を
見
る
事
な
ど
、
朝
飯
前
で
ご
ざ
い

ま
す
。」

「
・
・
・
・
」

　
ダ
ン
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
に
唖
然
と
す
る
。

「
で
は
、
貴
方
様
を
呼
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
お
教
え
し
ま
す
。
先
ず
一
つ
目
、
貴
方

様
は
三
つ
の
世
界
を
救
っ
た
と
言
う
功
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。
二
つ
目
・
・
・
貴
方
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様
の
実
力
は
、
と
あ
る
二
人
と
同
じ
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
三
つ
目
・
・
・

最
後
に
、
こ
の
十
二
枚
の
カ
ー
ド
を
使
う
事
が
出
来
る
の
は
貴
方
様
以
外
い
な
い

と
言
う
事
で
す
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
手
を
差
し
出
す
と
十
二
枚
の
カ
ー
ド
が
あ
っ
た

の
だ
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
十
二
宮
Ｘ
レ
ア
!?
」

　
ダ
ン
は
、
驚
き
な
が
ら
そ
う
言
う
。

「
貴
方
様
が
ま
だ
魂
だ
け
の
時
に
、
一
緒
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

「
・
・
・
・
」

　
ダ
ン
は
、
十
二
枚
の
カ
ー
ド
を
黙
っ
て
見
つ
め
る
。

「
そ
れ
に
こ
の
カ
ー
ド
達
は
、
貴
方
様
を
所
持
者
と
し
て
認
め
て
お
り
ま
す
。」

「
・
・
・
・
・
」

　
ダ
ン
は
暫
く
考
え
た
後
、
十
二
枚
の
カ
ー
ド
を
取
る
の
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
そ
れ
で
、
俺
は
何
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
?
」

「
お
願
い
を
聞
い
て
下
さ
る
の
で
す
ね
?
」

「
あ
ん
た
達
に
は
色
々
礼
が
あ
る
か
ら
な
・
・
・
・
付
き
合
う
さ
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
馬
神
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
は
、
ダ
ン
へ
深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
。

「
そ
れ
で
、
俺
は
何
を
す
れ
ば
い
い
?
」

「
貴
方
様
に
は
、
あ
る
二
人
を
助
け
て
欲
し
い
の
で
す
。」

「
あ
る
二
人
・
・
・
?
」

　
ダ
ン
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
首
を
傾
げ
る
。

「
貴
方
様
と
同
じ
く
世
界
を
救
っ
た
者
達
で
、
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
・
・
・
・
そ
う
か
。」

「
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
?
」

「
・
・
・
あ
あ
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
・
で
は
、
参
り
ま
し
ょ
う
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
の
二
人
に
案
内
さ
れ
る
ダ
ン
。

　
ー
ー
ー
Ｅ
Ｎ
Ｄ
ー
ー
ー
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〜
第
１
話
「
復
活
と
出
会
い
」
〜

　　
ー
ー
ー
第
１
話
「
復
活
と
出
会
い
」
ー
ー
ー

「
・
・
・
・
っ
と
、
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
・
・
・
・
俺
の
い
た
世
界
と
は
別
に
、
そ
ん
な
事
が
あ
っ
た
と
は
な
。」

　
と
あ
る
場
所
へ
と
向
か
っ
て
い
る
最
中
に
ダ
ン
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア

か
ら
色
々
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

「（
何
だ
か
、
俺
に
似
て
い
る
な
そ
の
二
人
・
・
・
・
）」

　
ダ
ン
は
話
を
聞
い
て
い
く
内
に
、
そ
の
二
人
は
自
分
と
同
じ
だ
と
思
う
の
だ
っ

た
。

「
着
き
ま
し
た
の
で
、
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
そ
う
言
う
と
、
ダ
ン
は
止
ま
っ
て
そ
の
場
所
を
見
た
。

「
ッ
!
こ
れ
が
・
・
・
・
」

「
は
い
、
私
達
の
二
人
の
お
客
人
が
〝
大
い
な
る
封
印
〞
で
ニ
ュ
ク
ス
を
守
っ
て

い
る
門
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
其
処
に
は
、
大
き
な
門
が
あ
っ
て
、
守
る
様
に
二
つ
人
型
の
像
が
門
に
埋
ま
っ

て
い
た
。

「
こ
の
二
人
が
・
・
・
・
」

「
は
い
、
私
達
の
お
客
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
ダ
ン
は
、
二
つ
の
人
型
の
像
を
見
て
そ
う
呟
く
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
答
え
た
。

「
・
・
・
・
」

　
ダ
ン
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
黙
っ
て
見
つ
め
た
。

「
そ
れ
で
・
・
・
・
俺
は
何
を
す
れ
ば
い
い
?
」

　
ダ
ン
は
、
振
り
向
い
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
聞
く
。

「
貴
方
様
の
持
つ
そ
の
カ
ー
ド
で
、
二
人
の
お
客
人
の
魂
を
こ
ち
ら
の
新
た
な
肉

体
へ
と
移
し
て
欲
し
い
の
で
す
。」

「
ッ
!
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
そ
れ
だ
と
ニ
ュ
ク
ス
が
復
活
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

!?
」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
に
ダ
ン
は
、
そ
う
言
っ
た
。

「
い
え
、
ご
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
二
人
の
お
客
人
の
代
わ
り
に
私
達
が
封
印

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」
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「
な
っ
!?
」

　
テ
オ
ド
ア
の
言
葉
に
目
を
見
開
い
て
、
驚
く
ダ
ン
。

「
で
す
の
で
、
貴
方
様
が
気
に
な
さ
る
事
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
我
々
が
納
得
し
、

得
た
〝
命
の
答
え
〞
な
の
で
す
か
ら
・
・
・
・
。」

「
ッ
!
」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
に
黙
っ
て
し
ま
う
ダ
ン
。

「
・
・
・
・
そ
れ
で
も
、
俺
は
あ
ん
た
達
を
放
っ
て
は
置
け
な
い
。」

「
・
・
・
・
お
優
し
い
の
で
す
ね
。」

　
ダ
ン
の
言
葉
を
聞
い
て
微
笑
む
テ
オ
ド
ア
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
。

「
・
・
・
・
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
人
の
お
客
人
を
救
う
事
が
出
来
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
何
か
を
救
う
に
は
、
何
か
を
犠
牲
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
に
俯
く
ダ
ン
だ
っ
た
が
・
・
・
・

「
・
・
・
・
そ
れ
で
も
」

「「
?
」」

「
そ
れ
で
も
俺
は
!
犠
牲
を
出
さ
な
い
で
、
あ
ん
た
達
と
あ
の
二
人
を
救
っ
て
み

せ
る
!!
」

　
そ
う
叫
ん
で
、
デ
ッ
キ
ケ
ー
ス
を
開
け
て
一
枚
の
カ
ー
ド
を
取
り
出
す
。

「
十
二
宮
Ｘ
レ
ア
よ
、
牡
羊
座
の
力
を
此
処
に
!
生
命
と
再
生
・・・
二
つ
を
司
る
、

大
自
然
の
守
護
神
!
白
羊
樹
神
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
を
召
喚
!
」

　
ダ
ン
が
そ
う
言
う
と
、
上
に
牡
羊
座
の
紋
章
が
描
か
れ
・
・
・
そ
の
紋
章
か
ら

セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
が
緑
色
の
光
を
纏
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
降
り
立
つ
。

「
こ
れ
は
・
・
・
・
」

「
ま
さ
に
、
神
・
・
・
・
」

　
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
の
姿
を
見
て
、
テ
オ
ド
ア
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
そ
う
呟
く
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
!
す
ぐ
に
二
人
の
身
体
を
用
意
し
て
く
れ
!
」

「
ッ
!
承
知
し
ま
し
た
。」

　
ダ
ン
の
言
葉
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
ハ
ッ
と
な
り
、
本
を
開
い
て
カ
ー
ド
を
掲
げ

た
。
す
る
と
、
カ
ー
ド
は
光
そ
こ
か
ら
制
服
を
着
た
男
女
が
現
れ
た
。

「
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
!
」

　
ダ
ン
が
、
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
の
名
前
を
叫
ぶ
と
・
・
・
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ

エ
ス
は
、
緑
色
の
光
を
放
ち
・
・
・
門
に
埋
ま
っ
て
い
る
二
つ
の
人
型
像
を
包
み
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込
ん
だ
。
す
る
と
光
は
、
二
つ
の
人
型
像
と
共
に
門
か
ら
離
れ
て
男
女
の
身
体
へ

と
入
っ
て
い
っ
た
。

　
ー
ー
ー
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ッ
!!
ー
ー
ー

　
す
る
と
、
門
が
ゆ
っ
く
り
と
開
き
始
め
た
。

「
ッ
!
こ
れ
は
・
・
・
・
」

「
馬
神
様
!
す
ぐ
に
そ
こ
か
ら
離
れ
て
下
さ
い
!!
姉
上
、
や
り
ま
ｓ
「
い
け
!
セ

フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
!!
」
馬
神
様
!?
」

　
テ
オ
ド
ア
は
そ
う
言
い
な
が
ら
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
呼
ぼ
う
と

す
る
が
・
・
・
・
ダ
ン
が
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
に
指
示
を
出
し
た
事
に
テ
オ
ド

ア
が
驚
く
。

　
そ
し
て
、
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
の
体
が
光
出
し
・
・
・
・
門
が
開
い
て
い
る

隙
間
か
ら
強
い
緑
色
の
光
を
照
ら
し
た
。
余
り
に
強
い
為
、
テ
オ
ド
ア
と
エ
リ
ザ

ベ
ス
は
目
を
瞑
っ
た
。
暫
く
そ
の
光
が
止
み
、
セ
フ
ィ
ロ
・
ア
リ
エ
ス
は
消
え
た
。

　
暫
く
す
る
と
、
門
の
中
か
ら
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た
青
年
が
出
て
来
た
。

「
ど
う
や
ら
、
成
功
し
た
み
た
い
だ
な
。」

　
ダ
ン
は
そ
う
言
っ
て
、
青
年
に
微
笑
む
。

「
ま
さ
か
僕
と
ニ
ュ
ク
ス
を
一
つ
に
す
る
な
ん
て
・
・
・
・
君
は
、
随
分
と
規
格
外

な
ん
だ
ね
。」

　
青
年
は
そ
う
言
っ
て
、
苦
笑
す
る
。

「
俺
は
た
だ
、
カ
ー
ド
を
信
じ
た
だ
け
だ
よ
。」

「
そ
れ
で
も
だ
よ
・
・
・
・
新
た
な
命
と
し
て
存
在
さ
せ
る
な
ん
て
、
普
通
は
考
え

な
い
と
思
う
け
ど
?
」

「
ニ
ュ
ク
ス
と
一
つ
に
し
て
、
新
た
な
命
に
!?
」

　
青
年
の
言
葉
に
テ
オ
ド
ア
が
驚
い
て
、
目
を
見
開
く
。

「
俺
は
た
だ
・
・
・
誰
か
が
犠
牲
に
な
っ
て
、
世
界
を
救
う
な
ん
て
見
た
く
な
か
っ

た
だ
け
だ
よ
。
そ
れ
も
、
大
切
な
者
と
の
別
れ
何
て
・
・
・
悲
し
い
だ
け
だ
か

ら
・
・
・
・
。」

　
ダ
ン
は
そ
う
言
っ
て
、
寂
し
そ
う
に
笑
う
。

「
・
・
・
・
・
・
君
も
、
そ
の
二
人
と
同
じ
な
ん
だ
ね
。」

　
青
年
は
、
ダ
ン
に
聞
こ
え
な
い
く
ら
い
の
声
で
呟
い
た
。

「
そ
れ
よ
り
・
・
・
・
・
・
そ
こ
の
二
人
は
、
ま
だ
目
覚
め
な
い
の
か
?
」
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ダ
ン
は
そ
う
言
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
に
問
う
。

「
恐
ら
く
・
・
・
・
も
う
す
ぐ
だ
と
、
思
わ
れ
ま
す
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
、
そ
う
言
う
と
・
・
・
・

「
ん
・
・
・
・
ん
ん
・
・
・
・
こ
こ
は
?
」

「
ん
・
・
・
・
あ
れ
?
」

　
す
る
と
・
・
・
・
制
服
を
着
た
男
女
は
少
し
だ
け
動
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を

開
け
て
上
半
身
を
起
こ
し
た
。

「
あ
、
お
は
よ
う
〜
〜
〜
湊
く
ん
に
公
子
ち
ゃ
ん
!
」

「
な
っ
!
綾
時
!?
」

「
え
っ
!?
綾
時
君
!!?
」

　
青
年
が
、
二
人
に
声
を
掛
け
る
と
・
・
・
二
人
は
驚
い
た
様
に
青
年
を
擬
視
す

る
。

「
何
で
綾
時
が
!?
そ
れ
に
、
何
で
僕
と
公
子
が
生
き
て
る
ん
だ
!!?
」

「
え
っ
、
あ
っ
、
お
、
落
ち
着
い
て
!
」

　
制
服
を
着
た
青
年
に
両
肩
を
掴
ま
れ
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た
青

年
。

「
落
ち
着
い
て
下
さ
い
ま
せ
、
湊
様
。」

　
す
る
と
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
青
年
の
名
前
を
呼
ん
で
止
め
様
と
す
る
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
!?
」

　
青
年
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
い
た
事
に
驚
い
て
い
た
。

「
あ
っ
!
テ
オ
も
い
る
!?
」

　
少
女
も
テ
オ
ド
ア
が
い
る
事
に
驚
く
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
公
子
様
。」

　
テ
オ
ド
ア
は
少
女
に
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
っ
て
、
一
礼
し
た
。

「
あ
、
う
ん
。
久
し
振
り
・
・
・
・
っ
て
、
違
っ
た
。
あ
、
あ
の
!
テ
オ
に
聞
き
た

い
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
い
い
か
な
?
」

「
そ
ん
な
に
焦
ら
ず
と
も
、
今
か
ら
ご
説
明
し
ま
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
。」

　
テ
オ
ド
ア
は
、
少
女
を
落
ち
着
か
せ
る
様
に
答
え
た
。

「
あ
、
う
ん
。
ご
め
ん
・
・
・
。」

　
少
女
は
、
テ
オ
ド
ア
に
謝
る
。

「
で
は
ま
ず
、
湊
様
と
公
子
様
が
生
き
て
い
る
事
に
つ
い
て
で
す
が
・
・
・
・
こ
の
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方
が
、
私
達
に
力
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。」

　
テ
オ
ド
ア
は
そ
う
言
っ
て
、
二
人
に
ダ
ン
を
紹
介
す
る
。

「
・
・
・
・
彼
が
?
」

　
青
年
は
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
の
方
に
視
線
を
向
け
る
同
じ
様
に
少
女
も
ダ
ン
へ

と
視
線
を
向
け
る
。

「
こ
の
方
は
、
二
つ
の
世
界
・
・
・
・
い
え
、
異
世
界
と
こ
の
方
が
い
た
世
界
・
・
・
・

そ
し
て
、
未
来
の
危
機
を
救
っ
た
殿
方
な
の
で
す
。」

「
す
、
凄
い
・
・
・
・
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
言
葉
を
聞
い
て
、
少
女
は
そ
う
呟
い
た
。

「
俺
と
し
て
は
、
二
人
の
方
が
凄
い
と
思
う
が
・
・
・
・
?
」

　
ダ
ン
は
逆
に
、
二
人
に
視
線
を
向
け
て
そ
う
言
っ
た
。

「
ハ
ハ
ハ
・・・・
ま
あ
、
僕
と
し
て
は
君
も
二
人
と
同
じ
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね
。」

　
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た
青
年
は
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
ダ
ン
に
言
う
。

「
・
・
・
・
ど
う
い
う
事
?
」

　
少
女
は
首
を
傾
げ
な
が
ら
テ
オ
ド
ア
に
聞
く
。

「
馬
神
様
も
、
お
二
人
の
様
に
自
ら
の
命
で
世
界
を
救
っ
た
の
で
す
。
未
来
の
世

界
で
・
・
・
・
・
」

「
え
っ
!?
」

「
ッ
!?
」

　
テ
オ
ド
ア
の
言
葉
に
、
二
人
は
目
を
見
開
い
て
驚
く
。

「
・
・
・
・
俺
の
事
は
、
も
う
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
、
こ
の
後
ど
う
す
る
つ
も

り
だ
?
俺
は
、
元
の
世
界
に
帰
れ
ば
い
い
の
か
?
」

　
ダ
ン
が
そ
う
言
っ
て
、
話
を
変
え
た
。

「
大
変
申
し
難
い
事
な
ん
で
す
が
・
・
・
・
馬
神
様
は
元
の
世
界
に
帰
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ
ン
に
そ
う
伝
え
た
。

「
・
・
・
・
ど
う
い
う
事
だ
?
」

　
ダ
ン
は
目
を
細
め
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
見
て
そ
う
言
っ
た
。

「
恐
ら
く
、
引
き
金
と
言
う
も
の
に
な
っ
た
所
為
か
と
・
・
・
元
の
世
界
に
帰
る
事

が
出
来
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。」

　
テ
オ
ド
ア
が
そ
う
言
っ
て
、
仮
説
を
述
べ
る
。
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「
ッ
!
そ
う
か
・
・
・
・
。」

　
ダ
ン
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
納
得
す
る
。

「
ど
う
や
ら
、
心
当
た
り
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ
ン
に
問
う
の
だ
っ
た
。

「
あ
あ
・・・・
引
き
金
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
俺
の
中
に
残
っ
て
い
る
所
為
っ

て
、
事
だ
ろ
う
?
」

「
は
い
、
そ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
・
・
・
・
元
の
世
界
に
は
、
帰
れ
な
い
か
・
・
・
・
。」

「
後
悔
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
?
」

「
後
悔
、
か
・
・
・
・
し
て
な
い
っ
て
言
っ
た
ら
、
嘘
に
な
る
か
も
な
。」

　
ダ
ン
は
、
そ
う
答
え
た
。

「
だ
け
ど
・
・
・
・
弱
音
を
吐
く
の
は
、
も
う
や
め
た
。
後
悔
は
し
て
い
る
け
ど
、

仲
間
や
あ
の
世
界
の
人
達
が
助
か
っ
た
な
ら
・
・
・
俺
は
、
そ
れ
で
満
足
だ
よ
。」

　
ダ
ン
は
微
笑
み
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。

「
・
・
・
・
左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ
ン
を
見
て
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
・
。」

「
・
・
・
・
。」

　
湊
も
公
子
ダ
ン
の
事
を
聞
い
て
、
ど
う
声
を
掛
け
て
い
い
か
迷
っ
て
い
た
。

「
何
か
す
ま
な
い
・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
聞
き
た
く
な
か
っ
た
よ
な
?
」

　
ダ
ン
は
、
制
服
を
着
た
二
人
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
う
。

「
あ
っ
・
・
・
う
、
う
う
ん
!
気
に
し
て
な
い
よ
!?
」

「
・
・
・
・
僕
も
、
気
に
し
て
な
い
か
ら
。」

　
二
人
は
気
に
し
て
な
い
と
、
ダ
ン
に
伝
え
る
。

「
そ
う
か
・
・
・
・
あ
っ
、
そ
う
言
え
ば
自
己
紹
介
ま
だ
だ
っ
た
よ
な
?
」

「
あ
っ
!
確
か
に
・
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
私
か
ら
!
私
は
、
有
里
公
子
っ
て
言
い
ま
す

!
よ
ろ
し
く
ね
?
」

　
そ
う
言
っ
て
、
元
気
良
く
少
女
が
自
己
紹
介
を
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
次
は
僕
だ
ね
・
・
・
・
僕
は
、
有
里
湊
っ
て
言
う
ん
だ
。
あ
っ
、
公
子

と
は
名
字
は
一
緒
だ
け
ど
従
兄
妹
だ
か
ら
ね
・
・
・
よ
ろ
し
く
。」

　
青
年
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
自
己
紹
介
を
す
る
。
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「
は
い
!
は
〜
い
!!
次
は
、
僕
だ
ね
。
僕
は
、
望
月
綾
時
っ
て
言
う
ん
だ
!
よ
ろ
し

く
〜
」

　
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
た
青
年
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
す
る
。

「
俺
の
名
前
は
、
馬
神
弾
だ
。
よ
ろ
し
く
・
・
・
・
。」

「
で
は
、
自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た
み
た
い
で
す
の
で
、
今
後
の
事
に
つ
い
て
ご
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
が
、
終
わ
っ
た
と
同
時
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
話
出
し
た
。

「
で
は
・
・
・
・
湊
様
と
公
子
様
に
は
一
度
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
へ
と
お
越
し
に

な
っ
て
頂
き
ま
す
。」

「
・
・
・
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
?
」

　
ダ
ン
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
言
っ
た
単
語
に
つ
い
て
首
を
傾
げ
た
。

「
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
は
、
夢
と
現
実
・
・
・
精
神
と
物
質
の
間
に
あ
る
場
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
は
そ
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
の
住
人
で
あ
り
、
お

二
人
と
契
約
し
て
手
助
け
を
し
て
お
り
ま
し
た
。」

　
テ
オ
ド
ア
が
、
ダ
ン
に
説
明
を
す
る
。

「
手
助
け
・
・
・
・
ペ
ル
ソ
ナ
と
か
言
う
や
つ
か
?
」

　
ダ
ン
は
、
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
の
説
明
を
思
い
出
し

て
聞
い
た
。

「
そ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ダ
ン
の
言
っ
た
事
に
頷
く
。

「
う
ん
、
分
か
っ
た
!
」

「
了
解
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
公
子
と
湊
は
頷
い
た
。

「（
俺
は
、
こ
の
後
ど
う
す
す
れ
ば
い
い
・
・
・
・
）」

　
ダ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。

「
あ
、
あ
の
〜
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
。」

　
公
子
が
、
小
さ
く
手
を
挙
げ
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
呼
ん
だ
。

「
は
い
、
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
、
公
子
様
?
」

「
え
っ
と
・
・
・
ば
、
馬
神
君
も
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
行
く
事
は
出
来
な
い
の
か

な
?
」

「
・
・
・
・
え
っ
?
」
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公
子
は
、
ダ
ン
も
一
緒
に
行
く
事
が
出
来
な
い
か
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
聞
い
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
ダ
ン
は
、
公
子
が
そ
う
言
っ
た
事
に
驚
い
て
い
た
。

「
そ
の
事
に
つ
い
て
は
、
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
良
か
っ
た
〜
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
か
馬
神
君
。」

　
公
子
は
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
に
笑
い
か
け
た
。

「
あ
、
あ
あ
・
・
・
・
」

「
?
ど
う
し
た
の
?
」

　
ダ
ン
が
呆
気
に
捉
え
て
い
た
事
に
気
付
い
た
公
子
は
、
首
を
傾
て
聞
い
た
。

「
あ
、
い
や
・
・
・
何
で
も
な
い
。」

「
そ
う
?
」

「
あ
あ
。」

「
ふ
ふ
ふ
、
そ
れ
で
は
参
り
ま
し
ょ
う
・
・
・
」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
そ
う
言
う
と
、
青
い
扉
が
い
つ
の
間
に
か
現
れ
た
。

「
い
つ
の
間
に
!?
」

　
ダ
ン
は
、
突
然
扉
が
現
れ
た
の
を
見
て
驚
く
の
だ
っ
た
。

「
え
っ
!
見
え
る
の
、
馬
神
君
!?
」

　
公
子
は
、
ダ
ン
が
青
い
扉
が
見
え
る
事
に
驚
い
て
い
た
。

「
あ
あ
、
青
い
扉
が
目
の
前
に
・
・
・
・
ま
さ
か
、
あ
れ
が
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
っ

て
奴
の
入
り
口
な
の
か
?
」

「
は
い
、
そ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
ダ
ン
の
問
い
に
答
え
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
。

「
で
は
、
ど
う
ぞ
中
に
お
入
り
下
さ
い
。」

　
そ
う
言
っ
て
、扉
を
開
け
た
ら
テ
オ
ド
ア
を
先
頭
に
湊
、綾
時
、が
入
っ
て
行
っ

た
。

「
ほ
ら
、
馬
神
君
も
行
こ
う
?
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
の
手
を
握
る
公
子
。

「
あ
、
あ
あ
・
・
・
・
。」

「
レ
ッ
ツ
、
ゴ
ー
!
」

　
公
子
に
手
を
引
か
れ
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
へ
一
緒
に
入
る
ダ
ン
。

　
そ
の
後
を
続
く
様
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
中
へ
と
入
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。

　
ー
ー
ー
Ｅ
Ｎ
Ｄ
ー
ー
ー
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〜
第
２
話
「
新
た
な
旅
路
」
〜

　　
ー
ー
ー
第
２
話
「
新
た
な
旅
路
」
ー
ー
ー

「
・
・
・
・
そ
れ
で
?
」

「
え
、
え
っ
と
・
・
・
あ
、
姉
上
?
」

「
・
・
・
・
。」

　
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
入
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
行
だ
っ
た
が
、
目
の
前
に
エ
リ

ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
に
似
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
女
性
が
居
て
、
突
然
本
で

エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
を
殴
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
女
性
の
前
で
絶
賛
正
座
中

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
。
余
り
の
出
来
事
で
、
湊
や
綾
時
そ
し
て
公
子
と
ダ

ン
は
唖
然
と
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
。

「
ま
さ
か
、
こ
の
様
な
事
が
起
き
る
と
は
・
・
・
私
め
も
驚
い
て
お
り
ま
す
。」

　
突
然
、
老
人
の
声
が
聞
こ
え
、
ダ
ン
達
は
声
の
し
た
方
へ
と
視
線
を
向
け
る
と

其
処
に
は
・
・
・

「
何
は
と
も
あ
れ
、
久
し
い
で
す
な
、
湊
様
。
そ
し
て
、
公
子
様
・
・
・
。」

　
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
長
い
鼻
の
老
人
・
・
・
イ
ゴ
ー
ル
が
、
湊
と
公
子
を

名
を
言
っ
て
優
し
く
微
笑
ん
だ
。

「
・
・
・
・
久
し
ぶ
り
、
イ
ゴ
ー
ル
。」

「
う
ん
!
久
し
ぶ
り
、
イ
ゴ
ー
ル
さ
ん
。」

　
湊
と
公
子
の
二
人
は
、
イ
ゴ
ー
ル
に
会
え
た
事
に
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん
だ
。

「
そ
し
て
、
よ
う
こ
そ
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
へ
・
・
・
・
貴
方
様
に
は
、
自
己
紹
介

は
ま
だ
で
し
た
な
・
・
・
・
私
の
名
は
イ
ゴ
ー
ル
、
お
初
に
お
目
に
掛
か
り
ま

す
・
・
・
・
。」

「
馬
神
弾
だ
。」

　
そ
し
て
、
イ
ゴ
ー
ル
は
、
ダ
ン
へ
と
視
線
を
移
し
自
己
紹
介
を
す
る
。
ダ
ン
も
、

イ
ゴ
ー
ル
に
自
己
紹
介
を
す
る
の
だ
っ
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
・
ふ
む
、
貴
方
様
も
随
分
と
変
わ
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
来

ら
れ
ま
し
た
な
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
を
見
る
。

「
・
・
・
・
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
た
ダ
ン
は
、
無
言
に
な
る
。
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「
ふ
む
・
・
・
し
か
し
、
こ
れ
は
・
・
・
・
」

　
そ
し
て
、
イ
ゴ
ー
ル
は
ダ
ン
を
見
て
そ
う
呟
い
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
・
・
ど
う
か
た
ん
で
す
か
、
イ
ゴ
ー
ル
さ
ん
。」

　
公
子
は
、
イ
ゴ
ー
ル
の
様
子
に
首
を
傾
げ
な
が
ら
聞
く
の
だ
っ
た
。

「
い
え
、
こ
の
話
は
後
に
致
し
ま
し
ょ
う
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
て
、
微
笑
む
の
だ
っ
た
。

　
暫
く
し
て
、
女
性
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
の
説
教
を
終
え
て
此
方
に
来

た
。

「
あ
、
姉
上
。
も
う
少
し
加
減
を
・
・
・
・
」

「
頭
が
割
れ
そ
う
で
、
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
・
・
。」

「
そ
れ
は
、
貴
方
達
の
自
業
自
得
で
し
ょ
う
・
・
・
」

　
テ
オ
ド
ア
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
痛
そ
う
に
頭
を
抱
え
そ
う
言
う
と
・
・
・
女
性

は
、
呆
れ
た
口
調
で
そ
う
返
し
た
。

「
っ
と
・
・
・
こ
れ
は
こ
れ
は
、
大
変
お
見
苦
し
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
し
ま
い
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
の
名
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
言
い
・
・
・
こ
ち
ら
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
の
姉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」

　
女
性
・
・
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
、
ダ
ン
達
の
存
在
に
気
付
く
と
自
己
紹
介
を
す

る
の
だ
っ
た
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん
。
あ
の
時
は
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

!
」

　
公
子
は
笑
顔
で
そ
う
言
う
と
、
湊
も
軽
く
会
釈
を
す
る
。

「
ふ
ふ
ふ
、
い
い
の
よ
。
こ
ち
ら
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
が
お
世
話
に
な
っ
た
み

た
い
だ
か
ら
・
・
・
・
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
ダ
ン
の
方
を
見
た
。

「
特
に
貴
方
に
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
他
に
・
・
・
妹

達
の
お
客
人
を
救
い
出
し
て
下
さ
っ
た
み
た
い
ね
・
・
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
の

住
人
と
し
て
・
・
・
１
人
の
姉
と
し
て
、
御
礼
を
言
う
わ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
に
頭
を
下
げ
て
御
礼
を
言
う
。

「
・・・・・
気
に
し
な
い
で
く
れ
、
俺
が
勝
手
に
し
た
事
だ
か
ら
な
。
そ
れ
に
・・・・
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俺
自
身
、
２
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
お
互
い
様
だ
よ
。」

　
ダ
ン
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
そ
う
言
っ
た
。

「
そ
れ
で
も
、
私
は
貴
方
様
に
感
謝
し
た
い
の
で
す
。」

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
を
見
つ
め
る
。

「
・
・
・
・
・
分
か
っ
た
。
受
け
取
る
事
に
す
る
よ
。」

「
ふ
ふ
ふ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
微
笑
む
の
だ
っ
た
。

「
で
は
、
話
も
済
ん
だ
事
で
す
し
・
・
・
そ
ろ
そ
ろ
本
題
へ
と
入
ら
せ
て
頂
き
ま

す
・
・
・
・
ま
ず
、
湊
様
に
公
子
様
の
今
後
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
て
、
机
に
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
束
を
出
す
と
、
タ
ロ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
を
並
べ
て
た
。

「
で
は
、
一
枚
目
・
・
・
」

　
イ
ゴ
ー
ル
が
そ
う
言
っ
て
、
一
枚
目
の
カ
ー
ド
を
捲
っ
た
。

　
ー
ー
ー
「
愚
者
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
ふ
む
、
ど
う
や
ら
新
た
な
旅
路
の
出
発
の
よ
う
で
す
な
。
さ
て
、
二
枚
目
は
・・・
」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
二
枚
目
の
カ
ー
ド
を

　
ー
ー
ー
「
魔
術
師
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
そ
し
て
お
二
人
は
、
次
の
向
か
う
所
で
新
た
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
最
後
に
・
・
・
・
」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
三
枚
目
の
カ
ー
ド
を
捲
っ
た
。

　
ー
ー
ー
「
塔
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
ふ
む
・
・
・
ど
う
や
ら
お
二
人
は
、
ま
た
何
ら
か
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う

で
す
な
・
・
・
・
。」

「
あ
は
は
は
・
・
・
。」

「
・
・
・
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
て
公
子
は
苦
笑
い
を
し
、
湊
は
黙
っ
た
。

「
さ
て
、
こ
れ
が
お
二
人
の
新
た
な
人
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
・
・
・
私
達
は

再
び
お
二
人
の
手
助
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
で
す
の
で
、
お
二
人
が
持
つ

〝
契
約
の
鍵
〞
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
引
き
続

き
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
が
貴
方
様
方
の
お
力
添
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
い
で
す
な
?
」
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「
う
ん
!
全
然
Ｏ
Ｋ
だ
よ
‼
?
」

「
・
・
・
僕
も
そ
れ
で
構
わ
な
い
。」

「
で
は
、
頼
み
ま
す
ぞ
・
・
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
テ
オ
ド
ア
。」

「
は
い
、
我
が
主
・
・
・
。」

「
我
々
は
全
力
で
、
お
二
人
の
お
客
人
の
手
助
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
テ
オ
ド
ア
は
、
イ
ゴ
ー
ル
に
頭
を
下
げ
て
そ
う
言
っ
た
の
だ
っ

た
。

「
よ
ろ
し
く
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
・
・
テ
オ
。」

「
よ
ろ
し
く
ね
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
!
テ
オ
!
」

「
は
い
、
此
方
こ
そ
愚
弟
共
々
・
・
・
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

「
姉
上
・
・
・
は
ぁ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　
四
人
の
方
を
向
い
た
イ
ゴ
ー
ル
は
、
次
に
ダ
ン
へ
と
視
線
を
向
け
た
。

「
さ
て
、
次
は
貴
方
様
で
す
な
・
・
・
馬
神
様
。」

「
・
・
・
頼
む
。」

　
ダ
ン
は
、
そ
う
言
っ
て
椅
子
に
座
っ
た
。

「
で
は
、
一
枚
目
・
・
・
・
」

　
そ
う
言
っ
て
、
先
程
の
様
に
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
並
べ
て
一
枚
目
を
捲
っ
た
。

　
ー
ー
ー
「
愚
者
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
ふ
む
・
・
・
ど
う
や
ら
馬
神
様
は
、
お
二
人
と
同
じ
場
所
で
、
新
た
な
旅
路
の
出

発
の
よ
で
す
な
。」

「
・
・
・
そ
う
か
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
て
ダ
ン
は
そ
う
答
え
た
。

「
で
は
、
二
枚
目
・
・
・
・
」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
二
枚
の
カ
ー
ド
を
捲
っ
た
。

　
ー
ー
ー
「
魔
術
師
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
こ
の
意
味
は
、
お
二
人
と
同
じ
で
、
新
た
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
な
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
二
人
と
同
じ
事
に
な
っ
て
い
る
事
に
内
心
驚
き
つ
つ
も
平
常
心

を
保
っ
て
そ
う
言
っ
た
。

「
・
・
・
そ
う
か
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
に
そ
う
答
え
た
ダ
ン
。

「
で
は
、
最
後
に
・
・
・
・
」
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イ
ゴ
ー
ル
は
、
三
枚
目
を
捲
っ
た
。

　
ー
ー
ー
「
塔
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
・・・
ど
う
や
ら
お
二
人
と
同
じ
で
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
に
な
り
ま
す
な
。」

「
・
・
・
・
。」

　
ま
さ
か
の
展
開
に
、
沈
黙
す
る
ダ
ン
。

「
ふ
む
、
や
は
り
・
・
・
。」

　
タ
ロ
ッ
ト
を
見
て
イ
ゴ
ー
ル
は
、
そ
う
呟
い
た
。

「
あ
、
あ
の
・
・
・
や
は
り
っ
て
?
」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
呟
き
に
首
を
傾
げ
る
公
子
。

「
ど
う
や
ら
馬
神
様
に
は
、
お
二
人
と
似
た
力
が
宿
っ
て
お
り
ま
す
な
。」

「
似
た
力
っ
て
・
・
・
・
。」

「
・
・
・
ま
さ
か
、
ワ
イ
ル
ド
?
」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
て
、
公
子
と
湊
は
目
を
見
開
い
て
ダ
ン
の
方
へ
と
視

線
を
向
け
た
。

「
恐
ら
く
は
・
・
・
で
す
が
、
ど
う
や
ら
湊
様
と
公
子
様
の
ワ
イ
ル
ド
の
力
と
は
根

本
的
に
違
う
様
で
す
な
。」

「
?
ど
う
い
う
事
?
」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
て
、
公
子
は
首
を
傾
げ
た
。

「
で
は
ま
ず
、
馬
神
様
・
・
・
カ
ー
ド
を
一
枚
引
い
て
見
せ
て
頂
き
た
い
。」

「
・
・
・
分
か
っ
た
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
に
言
わ
れ
て
、
ダ
ン
は
カ
ー
ド
を
一
枚
引
い
て
表
に
し
た
。

　
ー
ー
ー
「
太
陽
」
の
ア
ル
カ
ナ

「
こ
れ
は
・
・
・
」

「
あ
ら
ら
・
・
・
」

「
な
ん
と
・
・
・
」

「
ど
う
い
う
事
な
ん
で
す
か
イ
ゴ
ー
ル
さ
ん
。」

　
そ
れ
を
見
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
テ
オ
ド
ア
、
公
子
は
驚
き
・・・

公
子
は
、
イ
ゴ
ー
ル
に
質
問
す
る
の
だ
っ
た
。

「
ふ
む
・
・
・
ど
う
や
ら
馬
神
様
の
場
合
は
、
太
陽
が
愚
者
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い

る
様
で
す
な
。」

「
・
・
・
愚
者
の
代
わ
り
?
」
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イ
ゴ
ー
ル
が
そ
う
言
う
と
、
湊
が
聞
き
返
す
。

「
詳
し
い
事
は
、
私
め
も
存
じ
ま
せ
ん
が
・
・
・
恐
ら
く
、
馬
神
様
が
身
に
付
け
て

い
る
物
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
イ
ゴ
ー
ル
は
ダ
ン
の
腰
に
付
け
て
い
る
デ
ッ
キ
ケ
ー
ス
へ
と
目

線
を
向
け
た
。

「
・
・
・
俺
の
デ
ッ
キ
が
?
」

　
ダ
ン
は
デ
ッ
キ
ケ
ー
ス
か
ら
デ
ッ
キ
を
取
り
出
し
た
。

「
少
々
、
拝
見
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
な
?
」

「
あ
あ
、
構
わ
な
い
。」

　
ダ
ン
は
、
デ
ッ
キ
を
イ
ゴ
ー
ル
へ
と
渡
す
の
だ
っ
た
。

「
失
礼
・
・
・
・
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
デ
ッ
キ
を
受
け
取
る
と
カ
ー
ド
を
一
枚
一
枚
目
を
通
し
始
め

た
。

「
・
・
・
・
ふ
む
ふ
む
、
ど
の
カ
ー
ド
か
ら
も
秘
め
た
力
を
お
持
ち
の
様
だ
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
も
・
・
・
・
・
」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
二
枚
の
カ
ー
ド
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
。

　
其
処
に
は
、
ど
ち
ら
も
太
陽
を
象
徴
と
す
る
龍
の
絵
が
、
描
か
れ
て
い
た
。
そ

の
カ
ー
ド
は
・・・
ダ
ン
が
、
未
来
の
世
界
で
最
初
に
キ
ー
カ
ー
ド
に
選
ん
だ
「
太

陽
龍
ジ
ー
ク
・
ア
ポ
ロ
ド
ラ
ゴ
ン
」
と
ジ
ー
ク
・
ア
ポ
ロ
の
進
化
形
態
と
も
言
わ

れ
る
、
ダ
ン
の
エ
ー
ス
カ
ー
ド
の
「
太
陽
神
龍
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ポ
ロ
ド
ラ
ゴ
ン
」

の
カ
ー
ド
だ
っ
た
。

「
こ
の
二
枚
の
カ
ー
ド
が
、
貴
方
様
の
持
つ
・
・
・
・
力
の
正
体
の
様
で
す
な
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
、
ジ
ー
ク
・
ア
ポ
ロ
と
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ポ
ロ
を
指
し
な
が
ら
そ

う
言
っ
た
。

「
さ
て
・
・
・
・
馬
神
様
、
貴
方
様
に
提
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
提
案
?
」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ダ
ン
は
首
を
傾
げ
る
。

「
そ
れ
は
・
・
・
貴
方
様
の
持
つ
そ
の
カ
ー
ド
を
ペ
ル
ソ
ナ
に
変
え
る
事
で
す
。」

「
出
来
る
の
か
!?
」

　
イ
ゴ
ー
ル
の
言
っ
た
言
葉
に
ダ
ン
が
驚
く
。

「
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

18



「
・
・
・
・
そ
う
か
。」

「
さ
て
、
ど
う
な
さ
れ
ま
す
か
な
?
」

「
・
・
・
・
頼
む
。」

「
分
か
り
ま
し
た
・
・
・
で
は
、
始
め
ま
し
ょ
う
。」

　
イ
ゴ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
の
デ
ッ
キ
に
手
を
翳
し
た
。
す
る
と
、
蒼
色

の
淡
い
光
が
デ
ッ
キ
を
包
み
・
・
・
・
暫
く
し
て
、
光
は
止
ん
だ
。

「
こ
れ
が
、
貴
方
様
の
新
た
な
る
力
で
す
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
デ
ッ
キ
を
ダ
ン
に
渡
し
た
。
ダ
ン
は
、
デ
ッ
キ
を
受
け
取
り

デ
ッ
キ
ケ
ー
ス
に
し
ま
っ
た
。

「
・
・
・
・
さ
て
、
貴
方
様
方
の
向
か
う
所
は
お
二
人
が
封
印
さ
れ
て
二
年
経
っ
た

後
の
世
界
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。」

「
そ
れ
で
は
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
ダ
ン
達
は
光
に
包
ま
れ
て
消
え
る
の
だ
っ
た
。
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